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所
沢
の
未
来
を
形
づ
く
っ
て
い

く
の
は
、
い
ま
こ
の
地
域
で
育
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
公
益
社
団
法
人
所
沢
青
年

会
議
所
で
は
、
青
少
年
が
伸
び
伸

び
と
挑
戦
で
き
、
安
心
し
て
成
長

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
。
家
庭
や
学
校
だ
け

で
は
得
ら
れ
な
い
学
び
や
経
験

を
、
地
域
の
大
人
た
ち
の
ま
な
ざ

し
と
多
様
な
体
験
の
中
で
積
み
重

ね
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。当

会
が
青
少
年
育
成
で
重
視
し

て
い
る
の
は
、
挑
戦
の
成
功
や
失

敗
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
の
中
に
芽
生
え
る
変
化
で

す
。
不
安
や
緊
張
の
中
で
踏
み
出

し
た
一
歩
、
悔
し
い
思
い
を
抱
え

な
が
ら
も
仲
間
に
励
ま
さ
れ
て
立

ち
上
が
る
姿
、
自
分
で
考
え
て
行

動
し
た
経
験
か
ら
得
ら
れ
る
自

信
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
子
ど
も

た
ち
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
大
人
が
答
え
を
用
意
す
る

の
で
は
な
く
、
子
ど
も
自
身
が
気

づ
き
を
得
ら
れ
る
よ
う
静
か
に
支

え
る
こ
と
が
、
当
会
の
育
成
事
業

の
中
心
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
考
え
方
の
も
と
、
令

和
７
年
に
は
第
45
回
ち
び
っ
こ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
わ
ん
ぱ
く
相

撲
大
会
所
沢
場
所
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
４
０
０
名
を
超
え
る
子
ど

も
た
ち
が
参
加
し
、
初
め
て
土
俵

に
立
つ
緊
張
の
面
持
ち
や
、
勝
敗

を
越
え
て
互
い
を
た
た
え
合
う
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

男
子
は
県
大
会
優
勝
を
果
た

し
、
全
国
大
会
で
も
ベ
ス
ト
16
に

進
出
。
女
子
も
県
大
会
優
勝
に
加

え
、
所
沢
代
表
と
し
て
出
場
し
た

中
で
は
最
高
成
績
と
な
る
全
国
大

会
団
体
戦
優
勝
と
い
う
成
果
を
収

め
、
地
域
に
大
き
な
喜
び
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

ま
た
当
会
で
は
、
毎
年
そ
の
時

流
に
応
じ
た
体
験
型
の
青
少
年
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
や
場

所
は
年
度
ご
と
に
異
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
に
伊
豆
大
島
を
舞

台
と
し
た「
オ
オ
シ
マ
ク
エ
ス
ト
」

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
自

然
の
中
で
自
分
の
力
を
試
す
場
面

が
多
く
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら

課
題
に
向
き
合
う
中
で
、
子
ど
も

た
ち
の
表
情
や
姿
勢
に
大
き
な
変

化
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
机
上

で
は
得
ら
れ
な
い
、
生
き
た
学
び

を
体
感
で
き
る
貴
重
な
機
会
で

す
。当

会
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、

事
業
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
が

「
自
分
に
も
で
き
る
」
と
実
感
で

子
ど
も
た
ち
の

子
ど
も
た
ち
の

��

成
長
を
支
え
る

成
長
を
支
え
る

所
沢
青
年
会
議
所

所
沢
青
年
会
議
所

き
る
瞬
間
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
で
す
。
小
さ
な
成
功
や
、
自
分

な
り
に
乗
り
越
え
た
経
験
が
、
次

の
挑
戦
へ
向
か
う
確
か
な
力
に
な

り
ま
す
。
そ
の
経
験
の
積
み
重
ね

が
、
将
来
こ
の
ま
ち
を
支
え
る
若

者
へ
と
成
長
し
て
い
く
土
台
に
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
当
会
は
、
地
域
と

と
も
に
子
ど
も
た
ち
の
歩
み
に
寄

り
添
い
、
未
来
を
育
む
活
動
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
公
益
社
団
法
人
所
沢
青
年
会
議
所　

�

監
事　

三
芳
文
彬
）

わんぱく相撲大会

◀表彰式
　　の様子

▼

体験事業の様子
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・
𠮷
野　

未
桜（
南
陵
中
１
年
）

・
小
柳　

結
絆（
安
松
中
２
年
）

・
佐
藤　

茅
紗（
安
松
中
２
年
）

・
二
上　

勇
斗（
中
央
中
３
年
）

優
良
青
少
年
及
び

青
少
年
健
全
育
成
功
労
表
彰

　

所
沢
市
と
共
催
で
行
う
こ
ち
ら

の
表
彰
は
、ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の

指
導
、
青
少
年
関
連
の
事
業
へ
の

協
力
な
ど
、
長
年
に
わ
た
る
功
労

を
称
え
、
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
青
少
年
健
全
育
成

功
労
表
彰
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
】

・
岡
崎　

容
子�

・
竹
島
奈
穂
子

・
内
野　
　

努�

・
河
内　

奎
三

・
齋
藤　
　

章�

・
本
橋　

章
𠮷

・
野
尻　

博
行�

・
丸
田　

洋
介

・
榎
下　

一
雄�

・
泉
田　

和
吉

・
渡
邉　

拓
治�

・
深
井　

義
之

・
野
村　

隆
志�

・
菊
地
美
起
子

・
白
石　

洋
子�

・
村
主　

昭
雄

・
風
間　

倫
丞�

・
佐
々
木
康
人

・
行
田　

拓
史�

・
宮
脇　

啓
二

　

受
賞
者
の
皆
様
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　「
家
庭
の
日
」
の

受
賞
作
文
は

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す

【
特
選
】

《
小
学
生
の
部
》

・
井
上　

翔
真（
所
沢
小
４
年
）

・
山
口　

湊
太（
東
所
沢
小
４
年
）

・
田
中　

稀
菜（
西
富
小
５
年
）

《
中
学
生
の
部
》

・
小
迫
田　

蘭（
南
陵
中
１
年
）

・
武
田　

楽
来（
北
野
中
１
年
）

・
髙
橋　

煌
貴（
安
松
中
２
年
）

【
金
賞
】

《
小
学
生
の
部
》

・
大
谷　
　

咲（
中
央
小
４
年
）

・
大
西　

花
怜（
明
峰
小
５
年
）

・
前
田　

綾
美（
明
峰
小
５
年
）

・
亀
山　
　

望（
東
所
沢
小
６
年
）

・
林　
　

拓
摩（
東
所
沢
小
６
年
）

《
中
学
生
の
部
》

・
林　
　

泉
希（
南
陵
中
１
年
）

・
早
坂　
　

凱（
安
松
中
２
年
）

・
井
瀧　

莉
子（
所
沢
中
３
年
）

・
尾
形　

美
和（
南
陵
中
３
年
）

・
田
所　

咲
空（
南
陵
中
３
年
）

【
銀
賞
】

《
小
学
生
の
部
》

・
井
上　

涼
太（
安
松
小
４
年
）

・
錦
織　

友
紀（
東
所
沢
小
４
年
）

・
横
瀬　

佳
奈（
山
口
小
４
年
）

・
小
林　

茉
央（
東
所
沢
小
５
年
）

・
清
水　

佳
凛（
北
中
小
５
年
）

・
柴
崎　

瑛
人（
北
秋
津
小
６
年
）

・
金
子　

覚
意（
東
所
沢
小
６
年
）

《
中
学
生
の
部
》

・
市
川　

美
結（
中
央
中
１
年
）

・
千
葉
由
莉
子（
南
陵
中
１
年
）

・
山
口
結
唯
奈（
南
陵
中
１
年
）

今
和
７
年
12
月
４
日
（
木
）、

青
少
年
育
成
所
沢
市
民
会
議
視
察

研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

視
察
先
は
、
東
京
都
港
区
に
あ

る
「
東
京
都
人
権
プ
ラ
ザ
」
で
す
。

こ
こ
は
、
人
権
に
つ
い
て
、
学
び
・

体
験
す
る
・
楽
し
む
・
気
づ
く
・

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
で

す
。
こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

37
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

建
物
の
入
口
を
入
る
と
そ
こ
は

「
子
ど
も
の
権
利
」
を
学
べ
る
フ
ロ

ア
ー
に
な
っ
て
お
り
、
セ
サ
ミ
ス

ト
リ
ー
ト
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
壁

全
面
に
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
、
本

を
読
ん
だ
り
、
話
し
合
い
、
遊
ん

だ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に

学
べ
る
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

で
、
人
権
問
題
を
理
解
す
る
た
め

の
講
義
を
聞
き
ま
し
た
。

国
連
が
１
９
４
８
年
に
世
界
人

権
宣
言
を
発
し
ま
し
た
。「
全
て
の

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自

由
で
あ
り
、
か
つ
尊
厳
と
権
利
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
」
と
。
日
本
で

も
、
多
く
の
人
権
（
人
種
、
性
別
、

教
育
な
ど
）
が
憲
法
で
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
。

で
も
現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
世
界
で
は
い
ま
だ
に
戦
争
に

よ
っ
て
多
く
の
命
が
失
わ
れ
、
平

和
な
日
本
で
も
差
別
、
い
じ
め
な

ど
の
問
題
が
多
く
提
起
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
人
権
」
は
、
全
て
の
人
が
幸

せ
で
当
た
り
前
の
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

人
間
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な

い
。
気
づ
き
、
思
い
や
り
、
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

講
義
の
後
、
私
た
ち
は
ボ
ッ

チ
ャ
を
体
験
し
ま
し
た
。
二
班
に

分
か
れ
ボ
ー
ル
を
一
人
二
投
す
る

だ
け
の
ゲ
ー
ム
で
し
た
が
、
楽
し

く
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
機
会
が

あ
れ
ば
障
害
を
も
つ
方
々
と
一
緒

に
、
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
練

習
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
亀
戸
天
神
、
柴
又
の

帝
釈
天
を
巡
り
、
世
界
と
日
本
の

平
和
を
願
い
つ
つ
、「
あ
た
り
ま
え

の
日
常
生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う
に
」

と
手
を
合
わ
せ
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。
他
団
体
と
の
交
流
も
で
き
、

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
道
又
一
枝
）

令
和
８
年
２
月
７
日
（
土
）、

新
所
沢
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

「
令
和
７
年
度
『
家
庭
の
日
』
推

進
事
業
〈
青
少
年
―
明
日
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
〉優
秀
作
文
表
彰
式
、

優
良
青
少
年
及
び
青
少
年
健
全
育

成
功
労
表
彰
式
」を
行
い
ま
し
た
。

「
家
庭
の
日
」
推
進
事
業

青
少
年
―
明
日
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

毎
年
、所
沢
市
と
の
共
催
で「
家

庭
の
日
」
推
進
事
業
と
し
て
、
小

学
３
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

を
対
象
に
、
家
族
の
こ
と
や
将
来

の
夢
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
小
学
生
95
点
、
中

学
生
３
１
５
点
、
計
４
１
０
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東京都人権プラザ（東京都港区）

優
良
青
少
年
表
彰
式

「
家
庭
の
日
」作
文
表
彰
式表彰式の様子

　　

視
察
研
修

視
察
研
修

　

―

　

―  
東
京
都
人
権
プ
ラ
ザ

東
京
都
人
権
プ
ラ
ザ  

――
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《
ふ
る
さ
と
所
沢

 

親
子
で
再
発
見
事
業
》

所
沢
郷
土

　
か
る
た

か
る
た
札
紹
介

　

広
報
紙
わ
か
た
け
で
は
、
か
る

た
札
の
連
載
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
「
う
」
の
札
で
す
。

　
牛う

し

沼ぬ
ま

の	
	

	

	

閻え
ん

魔ま

様さ
ま

は	

　
　
　
　
　
　
裁

さ
い
ば
ん
ち
ょ
う

判
長

　

若
者
の
皆
さ
ん
か
ら
所
沢
市
観

光
大
使
坂
巻
有
紗
さ
ん
へ
の
質
問

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
所
沢
市
で
選
定
し

た
質
問
に
坂
巻
さ
ん
が
回
答
し
て
く

れ
た
様
子
を
所
沢
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
「
こ
ど
も
・
若
者
情

報
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
て
限
定
配
信

し
ま
す
。
ぜ
ひ
友
だ
ち
登
録
の
う

え
、
配
信
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
型
か
る
た
大
会

　

令
和
７
年
10
月
25
日
（
土
）、

所
沢
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て

「
所
沢
郷
土
か
る
た
大
型
か
る
た

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ジ
ュ
ニ
ア
推
進
員
が
４
名
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

所
沢
郷
土
か
る
た
大
会

　

令
和
８
年
２
月
11
日
（
水
）、

こ
ど
も
と
福
祉
の
未
来
館
に
て
、

所
沢
郷
土
か
る
た
大
会
決
勝
戦
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
11
か
所
の
児
童
館
の
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
子
ど
も
た
ち
が
集

結
し
、
競
い
合
い
ま
し
た
。
優
勝

を
目
指
し
て
真
剣
に
札
を
取
り
合

う
子
ど
も
た
ち
の
熱
い
戦
い
は
、

真
冬
の
寒
さ
さ
え
和
ら
ぐ
ほ
ど
で

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
か
る
た
を
通
し

て
、
所
沢
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
大
会
で
す
。
来
年

度
も
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

所
沢
郷
土
か
る
た 

　
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

今
年
度
も
「
親
子
で
再
発
見
！

所
沢
郷
土
か
る
た
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

46
点
も
の
応
募
の
中
か
ら
、
金
賞

１
点
、
銀
賞
３
点
、
銅
賞
５
点
を

選
出
し
、
入
賞
し
た
方
へ
は
賞
状

と
賞
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
か
る
た
札
「
ま
」
に

ち
な
ん
で
撮
影
し
た
写
真
が
金
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
あ
一い
っ

杯ぱ
い	

　
お
茶ち

ゃ

と
団だ
ん

子ご

で	
　
　
　
お
も
て
な
し

大会の様子

▶
受
賞
作
品
は
こ
ち
ら

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
限
定
配
信
動
画

�

お
楽
し
み
に
！

金賞の作品

◀銀賞
　　の作品
　▼

　
「
う
そ
を
つ
い
た
ら
、
閻
魔
様

に
舌
を
抜
か
れ
る
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
閻
魔
は
罪
を
裁
く
神
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
牛
沼
長
栄

寺
に
あ
る
閻
魔
堂
に
は
、
高
さ
約

２
９
０
㎝
の
木
造
朱
漆
塗
の
大
閻

魔
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
木

造
の
閻
魔
像
と
し
て
は
、
関
東
随

一
の
大
き
さ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

所
沢
郷
土
か
る
た
販
売
中
！

　

ご
家
庭
で
も
か
る
た
を
楽
し
め

る
よ
う
、
市
役
所
青
少
年
課
で
販

売
（
１
個　

８
０
０
円
）
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

登録は
こちらから
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●
編
集
委
員

▽
仲
　
修
一
　
　
▽
道
又
一
枝

▽
三
浦
光
子
　
　
▽
江
口
庸
介

●
ま
ん
が
作
　
島
田
孝
行

●�｢

わ
か
た
け｣

が

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
で
き
ま
す
。

各
種
事
業
の
報
告

青
少
年
健
全
育
成

青
少
年
健
全
育
成  

街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

令
和
７
年
11
月
８
日
（
土
）、

所
沢
市
と
共
催
で
、「
青
少
年
健

全
育
成
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
所
沢
駅
周
辺
で
実
施
し
ま

し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
青
少
年
は

地
域
社
会
か
ら
は
ぐ
く
む
』で
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
次
代
を

担
う
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
関
係
機
関
・
団
体
な
ど

が
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
三
道
大
会（
第

青
少
年
三
道
大
会（
第
6464
回
）
回
）

令
和
７
年
11
月
16
日
（
日
）、

剣
道
の
部
は
市
民
体
育
館
、
弓
道

の
部
と
柔
道
の
部
は
市
民
武
道
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、５
２
２
名
が
参
加
し
、

個
人
戦
・
団
体
戦
問
わ
ず
白
熱
し

た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

・
女
子
の
部

優　

勝　

林
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ

準
優
勝　

所
沢
ラ
イ
オ
ン
ズ

第
３
位　

柳
瀬
セ
ブ
ン
ピ
ー
ス

ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
大
会（
第

ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
大
会（
第
3434
回
）
回
）

令
和
８
年
３
月
８
日
（
日
）、

市
民
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に

て
開
催
し
ま
す
。
選
手
た
ち
の
活

躍
を
お
楽
し
み
に
！

編
集
後
記

当
日
は
、
市
民
会
議
の
構
成
団

体
の
ほ
か
、
10
団
体
の
協
力
を
得

て
、１
１
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
推
進
員
も
２
名
参
加

し
、啓
発
物
品
を
配
布
し
ま
し
た
。 開会式の様子

少
年
少
女

少
年
少
女  

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

令
和
７
年
12
月
20
日
（
土
）・

21
日
（
日
）
の
２
日
間
に
渡
り
、

市
民
体
育
館
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

男
子
７
チ
ー
ム
、
女
子
12
チ
ー

ム
の
全
19
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。
盛
大
な
応
援
の
も
と
、
ど
の

チ
ー
ム
も
最
後
の
一
秒
ま
で
諦
め

ず
に
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

【
成
績
】

・
男
子
の
部

優　

勝　

柳
瀬
セ
ブ
ン
ピ
ー
ス

準
優
勝　

林
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ

第
３
位　
北
野
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ー
ズ

男子の部

た
ク
ラ
ス
の
女
子
児
童
も
大
粒
の

涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。　

　
「
鬼
バ
バ
」
と
は
、
彼
女
の
容

姿
か
ら
き
た
も
の
で
、
長
い
髪
、

つ
り
目
で
、
八
重
歯
が
２
本
口
元

か
ら
見
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ク

ラ
ス
の
男
子
が
つ
け
た
あ
だ
名

で
、
い
つ
の
間
に
か
ク
ラ
ス
中
に

広
が
っ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
こ

と
が
、
彼
女
を
深
く
傷
つ
け
て
い

た
わ
け
で
す
。

　

娘
を
守
る
た
め
に
と
っ
た
、
一

途
な
母
親
の
行
動
、
そ
の
母
親
の

訴
え
か
ら
、
教
室
へ
の
入
室
を
許

可
し
た
担
任
教
師
の
対
応
に
は
、

時
代
が
大
き
く
変
化
し
た
と
は
言

え
、
間
違
い
な
く
賛
否
が
分
か
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
で
も
、
い
じ
め
の
解
決
は

簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
か
ら
こ

そ
、
家
庭
と
学
校
が
協
力
し
て
本

気
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
そ
の
日
を
境
に
私
の
ク

ラ
ス
か
ら
、
容
姿
や
性
格
に
つ
い

て
の
あ
だ
名
や
言
葉
の
い
じ
め
が

な
く
な
っ
た
こ
と
を
今
も
、
覚
え

て
い
ま
す
。

�

（
江
口
庸
介
）

　

年
度
末
を
迎
え
、
区
切
り
の
時

期
と
な
り
ま
し
た
。

　

木
々
も
伸
び
始
め
、フ
レ
ッ
シ
ュ

な
新
芽
の
色
に
「
希
望
」
を
感
じ

る
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

巣
立
ち
の
季
節
で
も
あ
る
三

月
。
大
切
に
し
て
ほ
し
い
の
は
、

心
の
成
長
で
す
。

　

形
に
表
わ
れ
る
結
果
と
は
違
い
、

評
価
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
自
身
に
し
か
わ
か
ら
な
い
努

カ
や
重
圧
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

生
活
の
中
で
は
「
で
き
た
」「
で

き
な
い
」
の
判
断
を
し
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
失
敗
の
経
験
も
、
心

の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
も
、
負

け
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
、
次
の
原

動
力
の
一
歩
に
し
て
ほ
し
い
と
、

心
よ
り
願
っ
て
い
る
の
で
す
。

�

（
三
浦
光
子
）

信信

号号

機機

▶
柔
道
の
部

　
「
私
の
娘
は
鬼
バ
バ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
う
二
度
と
悪
口
を
言

わ
な
い
で
下
さ
い
。」
担
任
の
先

生
と
共
に
教
室
に
入
っ
て
き
た
ク

ラ
ス
の
女
子
児
童
の
母
親
が
教
壇

の
上
で
、
涙
な
が
ら
訴
え
て
い
ま

し
た
。
す
で
に
半
世
紀
以
上
前
、

私
が
小
学
生
時
代
に
体
験
し
た
一

場
面
で
す
。

　

母
親
の
突
然
の
行
動
を
見
て
い

わかたけ編集
委員募集中！


